
石井誠司 学生ミニストリースタッフ     年 月  日

主な学生リーダーの弟子訓練
 来年も同じ男子学生の弟子化を続け、もう一つの弟子づくりグ

ループを始める。

絶え間なく伝道に取り組む 
まだランダム伝道と格闘している。もっと多くの伝道アポイン
トを得るための方法を見つける必要あり。またコーチと一緒に
知らない人に働きかけることに取り組む必要がある。

自分自身のグループを通じて、弟子や他の興味
あるクリスチャン学生にSEEDグループの導き方
の模範を示す

 良いグループリーダーであり、学生たちが自分たちのグループ
を始めるよううまく動機づけられる。
– 来年度も続けてこの面を成長させる。

相手が話している時によく耳を傾け、
途中で遮らない  相手の話しを聴くスキルという面で大きな改善が見られた。

日々の評価・日誌づけを継続すべき。もう新たな成長分野に
取り組んでもよい。 

２０１３年夏のナルニアミッションチームを導く ミッションチームの準備と導きの働きを実によくやり遂げた。望ましい結果をすべて達成
した。来年も再びミッションチームを導けると思う。

誠司はミッションチームの導き、また男子学生の弟子づくりにおいてとても良いリーダーシップスキルを示した。これからの一年間、
以上の強みと率先しての伝道において強化がなされれば、彼は来年度リーダーシップのポジションにつく備えができると思います。

振り返り

評価   満足   際立        改善 必要  

次のステップは？

追加コメント：


